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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
常
用
型
派
遣
と
登
録
型
派
遣
の
違
い
等
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
昨
年
十
月
か
ら
本
年
三
月
ま
で
に
解
雇
さ
れ
、
又
は
解
雇
予
定
で
あ
る
非
正
規
労
働
者
の
人
数
に
つ
い

て
の
推
定
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
雇
用
失
業
情
勢
は
急
速
に
悪
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
必
要
な
政
策
を
立

案
し
て
い
る
。

二
、
四
、
五
及
び
十
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
常
用
型
派
遣
労
働
者
は
、
契
約
途
中
で
解
雇
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
事

例
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
常
用
型
派
遣
労
働
者
の
契
約
期
間
の
内
訳
」
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
平
成
十
六
年
に
実
施
し

た
「
派
遣
労
働
者
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
「
派
遣
元
に
常
用
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
形
態
」
で
あ
る
「
常
用
雇

用
型
」
の
労
働
者
に
お
い
て
は
、
派
遣
元
事
業
主
と
契
約
期
間
の
定
め
が
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
者
の
割
合
は
、

四
十
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
契
約
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
者
の
割
合
は
、
五
十
六

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
契
約
期
間
は
、
「
六
カ
月
以
上
一
年
未
満
」
で
あ
る
割
合
が
最
も
高
い
。

一



「
常
用
雇
用
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
二
月
六
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
八
号
）
一
及

び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
定
義
し
て
用
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一
般
に
は
、
雇
用
主
と
労
働

者
と
の
間
で
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
雇
用
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
「

常
用
雇
用
」
が
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
常
用
雇
用
」
の
労
働
者
で
な
い
「
常
用
型

派
遣
労
働
者
」
も
存
在
す
る
。

三
及
び
九
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
労
働
者
派
遣
事
業
報
告
（
以
下
「
事
業
報
告
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
当
該
年
度
に
お
い
て
、
派
遣
元

事
業
主
に
常
時
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
（
以
下
「
常
用
雇
用
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の
数
は
、
一
日
平
均
で
百
一
万
六
千
三
百

五
十
四
人
で
あ
る
が
、
そ
の
労
働
契
約
期
間
の
内
訳
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
事
業
報
告
に
よ
る
と
、
六
月
一
日
時
点
で
常
用
雇
用
労
働
者
と
し
て
製
造
業
務
に
従
事
し
て
い
る
派
遣
労
働
者
数

は
二
十
八
万
八
千
三
百
十
人
で
あ
る
が
、
そ
の
労
働
契
約
期
間
の
内
訳
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
い
な
い
。

六
か
ら
八
ま
で
、
十
五
及
び
十
六
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
派
遣
労
働
者
と
派
遣
元
事
業
主
と
の
間
の
労
働
契
約
の
継
続
状
況
等
の
実

二



態
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
な
い
が
、
「
労
働
者
派
遣
契
約
の
中
途
解
除
に
係
る
対
象
派
遣
労
働
者
の
雇
用
状
況
の
報
告
に
つ

い
て
」
（
平
成
二
十
一
年
二
月
十
日
付
け
職
需
発
第
〇
二
一
〇
〇
〇
二
号
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
需
給
調
整
事
業
課
長
通

知
）
に
基
づ
き
、
中
途
解
除
の
対
象
と
な
る
派
遣
労
働
者
と
派
遣
元
事
業
主
と
の
間
の
労
働
契
約
期
間
、
派
遣
労
働
者
と
派

遣
元
事
業
主
と
の
間
の
労
働
契
約
の
継
続
状
況
等
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
、
そ
の
実
態
の
把
握
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
登
録
型
派
遣
労
働
者
と
常
用
型
派
遣
労
働
者
に
分
け
て
調
査
し
、
統
計
を
と
る
」
こ
と
に

つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
、
そ
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

十
に
つ
い
て

「
常
用
雇
用
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
定
義
し
て

用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
会
に
お
け
る
答
弁
等
で
は
、
「
常
用
型
派
遣
」
と
い
う
語
と
は
区
別
し
て
用
い
て
お
り
、

御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

十
一
か
ら
十
三
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
事
例
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三


